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検索あおぞら財団公害スタディツアー2018

こちらのＱＲコードからもご覧になれます。

西淀川公害患者と家族の会第19回定期総会 参加証
（西淀川公害患者と家族の会資料 No.12349～12598）

　今回は少し変わった資料をご紹介します。西淀川公害患者と家族の会第19回定期総会の参加

証です。支部ごとに束ねられ、事務局員のものと合わせて計250点が残されていました。

　参加証には定期総会の日時や会場、支部・班・氏名の記入欄があるほか、通し番号が付されて

います。その最大値から少なくとも600名近くの患者会会員や関係者に配布されたと想定されま

す。現存枚数と差がありますが、氏名欄に連名で記入されて

いるものがあることから、現存している枚数以上の参加者がい

た可能性があります。

　第19回定期総会は、1991年3月2日に西淀川区民ホールで

開催されました。2度の結審（原告が独自に決めたイベント開

催日と裁判所が決めた日）、12か所におよぶ「共感ひろば」

（裁判支援集会）の開催、63万人の署名達成に奮闘し、世論も高まるなかで一次

訴訟判決（同年3月29日）を目前に控えた重要な局面での開催でした。

　第19回定期総会の議案書によると、同総会は判決日が確定しなかったために5

か月延期しての開催であり、判決日を前に勝利判決の実現と全面解決に向けた

決意を固める場とするといった意義が掲げられています。

　参加証だけで分かることは多くありません。しかし、少ない情報から別の資料が

導き出され、その資料と合わせて見ることで貴重な資料であると分かる例と言えま

す。「なぜこの資料が残されたのか」と問いかけるおもしろさを感じる資料でした。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（北嶋奈緒子）

　2018年8月30日～9月2日までの3泊4日で新潟水俣

病の公害スタディツアーを実施しました（平成30年度

ユース世代による公害体験の聞き書き調査業務）。

　ユース世代の参加者18名を含む総勢30名で行った

ツアーでは、24名の方々から聞き書きを行いました。

被害者や医師、弁護士、企業、行政まで、公害をめぐ

る様々な立場の方々の「今」についてお話しして下

さった記録ができました。ホームページで公開してい

ますので、ぜひご一読ください。（林美帆）

新潟水俣病・公害スタディツアー（2018）の聞き書き
記録をホームページにて公開しています

　法政大学の環境アー

カイブズは多摩キャンパ

スにあります。所蔵資料

はスモンの会全国連絡

協議会・薬害スモン関係

資料や、市民活動セン

ター・アンティ多摩の資

料など、さまざまな市民活動の資料が収集されています。

　2009年8月1日に法政大学サステイナビリティ研究教育機

構のプロジェクトとして「環境アーカイブズ・プロジェクト」が発

足したことがはじまりですが、紆余曲折を経て、大原社会問

題研究所の所属となって今日にいたります。薬害スモンの運

動は、公害被害者総行動でご一緒していることもあり、非常

に身近な存在でもあります。

　また、公害資料館ネットワークの一員として共に活動する

仲間でもあり、昨年の公害資料館連携フォーラムの会場校

でした。法政大学多摩キャンパスに行く機会があれば、ぜひ

のぞいてほしい資料館です。　　　　　　　　　　　　（林美帆）

法政大学大原社会問題研究所
環境アーカイブズ
〒194-0298 東京都町田市相原町4342 
　　　　　　　　　　法政大学総合棟5F

http://aozora.or.jp/katsudou/tsutaeru/studytour2018
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　早いもので今年も折り返し地点となりました。皆さまお
変わりないでしょうか。
　先日友人から「黒南風」という名前の和菓子を頂きまし
た。南風（はえ）は主に西日本で使われている表現で、黒
南風とは梅雨時のどんよりと曇った日に吹く南風のことを
指すそうです。
　梅雨空は薄曇りの練りきりで、そこに吹く南風は爽やか
な水色、味だけでなく視覚の美しさと季節がぎゅっと詰ま
りほっこりしました。梅雨のジメジメの中でもそんな一息つ
ける時間を楽しみながら白南風を待ちたいです。
★黒南風対して梅雨明けの頃の南風を、吹くと空が明る
くなることから白南風（しらはえ）と呼ぶそうです。　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（佐々木真弓）


